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再検測地震カタログにより検出された根室・釧路沖の地震活動静穏化

Seismic quiescence off coast of Nemuro and Kushiro detected by a
carefully re-determined seismic catalog
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過去に発生した大規模な地震では，本震発生の数年前から震源域で地震活動度が低下していたと
いう報告が多数ある．しかし、地震カタログの時間的・空間的な不均質性を考慮せずに人工的な
見かけ上の変化を静穏化と誤認している研究も少なくない。したがって、静穏化仮説に関して
は、信頼性の高い地震カタログを用いて事例を積み重ね、検証を続ける必要があるだろう。本研
究では、1994年1月から2009年12月までに北海道付近で発生した中小地震を再検測し、その中か
らM3.3以上、深さ200km以浅の太平洋プレート境界および内部の地震3313個を選択した。この
地震カタログを用いて、M8クラスの地震が近い将来発生すると予想される根室沖の地震活動度
の時間変化を解析したところ、顕著な静穏化が検出された。範囲は、北緯43.2度、東経146.6度
付近から南西方向に約180kmの北緯42.3度、東経144.5度付近にかけてである。静穏化の開始時
期は、2006年1月頃からであり、現在も継続中である。
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